
エコクッキング教室
参加者募集

お買いものにはマイバッグ持参で
レジ袋を断るとエコバッグ進呈！

　
本
市
で
は
、
昭
和
51
年
４
月
に
泉

大
津
市
環
境
保
全
条
例
を
制
定
し
、

市
民
、
事
業
者
及
び
行
政
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
市
民
が
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
営
む
た
め
に
、
良
好
な

環
境
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
条
例
制
定
後
、

相
当
な
期
間
が
経
過
し
、
そ
の
間
の

社
会
情
勢
の
変
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
な
ど
に
伴
い
、
ご
み
な

ど
の
ポ
イ
捨
て
や
、
飼
い
犬
の
ふ
ん

な
ど
の
放
置
な
ど
、
市
民
の
良
好
な

環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
今
回
、
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
清
潔
で
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
快
適
な
生
活
環
境
の
保
持
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
「（
仮
称
）
泉
大

津
市
ご
み
等
の
ポ
イ
捨
て
及
び
飼
い

犬
の
ふ
ん
等
の
放
置
の
禁
止
に
関
す

る
条
例
（
案
）」
の
制
定
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
案
に
対
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
所
定
の
様
式
を
用
い
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
く
だ
さ

い
。
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
概

要
と
、
意
見
に
対
す
る
考
え
方
な
ど

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
よ
り
一
定
期
間
公
表
し
ま
す
。

　
こ
の
募
集
は
、
具
体
的
な
意
見
な

ど
の
収
集
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
賛
否
の
結
論
だ
け
を
示

し
た
も
の
や
、
趣
旨
が
不
明
り
ょ
う

な
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
の
考

え
方
を
示
さ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
提
出
い
た
だ
い
た
意
見

に
対
し
、
個
別
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
　
10
月
１
日
㈯
〜
31
日
㈪

（
必
着
）　※

直
接
持
参
の
場
合
は
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
業
務
時

間
内
（
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時

15
分
）

条
例
案
閲
覧
場
所
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

１
階
・
４
階
）、
生
活
環
境
課

提
出
方
法
　
所
定
の
様
式
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
生
活
環
境
課
へ

持
参
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
提
出

宛
先
　
▽
〒
５
９
５
ー
８
６
８
６
　

泉
大
津
市
役
所
　
生
活
環
境
課
（
薨 

33
・
１
２
７
０
）　
▽
メ
ー
ル
＝ 

kankyou@
city.izum

iotsu.osak
a.jp　

電
話
に
よ
る
受
け
付
け
は
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
　
生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

エコクッキング教室
参加者募集

お買いものにはマイバッグ持参で
レジ袋を断るとエコバッグ進呈！

「（仮称）泉大津市ごみ等のポイ捨て及び飼い犬のふん等の放置の禁止に関する条例（案）」

ごみのポイ捨て
犬のふん放置

を禁じる条例案についてのご意見募集

生ごみの出ないお料理です！ 環境にやさしい生活、送ってみませんか？

ワ
ン
コ
イ
ン
で

参
加
Ｏ
Ｋ
！

市民の皆さんの
ご意見

お待ちしています
10/31 まで！

　ごみ減量化対策の一環として「エコクッキン
グ教室」を開催します。生ごみの出ない、地球
にやさしい暮らしを始めてみませんか？
日時　11 月 18 日㈮　午前 10 時～正午（こ
の後、試食会があります）
場所　福祉センター３階　料理教室
内容　▷ミニ講座（省エネの話、料理は脳を活
性化するなど）　▷料理教室　▷ 試食会
講師　㈱大阪ガス　クッキングスクール堺イン
ストラクター
募集人員　24 人　※一時保育あり（１歳半～
未就学児。申し込み時に申し出を）
受講料　500 円（参加者にはマイ箸をプレゼ
ント）　※㈱大阪ガス協賛　　　　　　　
申込　10 月 17 日㈪　午前９時から生活環境
課へ電話申し込み（先着順）
問合　生活環境課（☎33・9192、33・9193
市役所１階３番窓口）

　１人が１年間に使うレジ袋は約 300 枚（環境省報告）といわれ、本市
に当てはめて計算すると、１年で2,322万枚消費されていることになりま
す。レジ袋１枚を約10ｇとすると、総量は、約232トンとなります。
　レジ袋を断り、マイバッグを持参することで、ごみの減量になることは
もちろん、資源の節約や二酸化炭素の削減にもつながります。
　市では、㈱ダイエー泉大津店の協力により、レジ袋を削減し、マイバッ
グの普及を促進するための「モデル事業」を実施します。
【実施内容】
▷お買いものの際、レジ袋を辞退すると、スタンプカードにハンコがもら
えます。

▷スタンプが 20 個たまれば、サービスカウンターでエコバッグがもらえ
ます。

※スタンプカードは、ダイエー泉大津店および生活環境課窓口で配布
実施店舗　ダイエー泉大津店　※直営売り場（地下１階、１階）に限る
実施期間　10月１日㈯から
※マイバッグのプレゼントは先着1,000人が対象。なくなりしだい終了
問合　生活環境課（市役所１階３番窓口）
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知
症
高
齢
者
な
ど
が
、

徘
徊
な
ど
で
行
方
が
わ

か
ら
な
く
な
っ
た
と
き

に
、
本
人
の
特
徴
な
ど
を
関
係
機
関

な
ど
に
情
報
発
信
し
、
早
期
発
見
と

安
全
の
確
保
を
目
指
す
「
徘
徊
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
業
が
10
月
１

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
　

ま
ず
は
事
前
登
録
を

　
徘
徊
高
齢
者
な
ど
が
い
る
ご
家
庭

な
ど
へ
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
事

前
登
録
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
徘
徊
高
齢
者
な
ど
の
速
や

か
な
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
な
お
、
事
前
登
録
が
な
い
場
合
で

も
、
泉
大
津
警
察
署
へ
の
迷
い
人
届

（
電
話
可
）
ま
た
は
行
方
不
明
者
届

提
出
後
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
で

き
ま
す
。

登
録
に
必
要
な
も
の

▽
登
録
す
る
人
の
最
近
の
写
真
（
１

枚
）

▽
申
請
す
る
人
の
印
鑑

登
録
窓
口
　
高
齢
介
護
課
、
ま
た
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
東
雲
町

９
ー
54
　
市
役
所
東
側
ベ
ル
セ
ン

タ
ー
内
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
を
通
じ
て
登
録
申

請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

利
用
方
法

①
泉
大
津
警
察
署
、
高
齢
介
護
課
に

電
話
連
絡
ま
た
は
窓
口
へ

②
行
方
不
明
時
の
情
報
や
本
人
を
確

認
で
き
る
よ
う
な
特
徴
な
ど
を
高

齢
介
護
課
か
ら
関
係
機
関
へ
発
信

※

夜
間
（
午
後
５
時
15
分
〜
午
前
８

時
45
分
）、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な

ど
市
役
所
閉
庁
時
は
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
覚
寿
園
（
曽
根
町
２
ー

２
ー
38
　
☎
33
・
１
０
０
０
）
が
窓

口
に
な
り
ま
す
。

関
係
機
関
を
募
集

　
高
齢
者
な
ど
が
行
方
不
明
に
な
っ

た
と
き
に
、
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
情
報

提
供
を
受
け
て
、
捜
索
に
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
事
業
所
、
商
店
な
ど
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
高
齢
介

護
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
　
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階

７
番
窓
口
）

あ
な
た
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を
目
指

し
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
は
何
か
特
別
な
こ
と
を

す
る
人
で
は
な
く
、
認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
を
温
か
く
見
守
る
「
認
知
症
の
応

援
者
」
で
す
。

　
講
座
は
、
10
人
程
度
の
少
人
数
か

ら
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受

講
者
に
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
と
し

て
、「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡

し
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
　
高
齢
介
護
課
（
市
役

所
１
階
７
番
窓
口
）

コミュニティソーシャル
ワーカー（CSW）って？

認知症って、何？
徘徊との関係性はありますか？

■ 「徘徊高齢者等 SOSネットワーク」利用イメージ

※夜間・休日など市役
所閉庁時は在宅介護支
援センター覚寿園へ

連
絡 協

力
連
絡

連
絡

　ＣＳＷとは、市が市内３中学校区それぞれにある「い
きいきネット相談支援センター」に配置している支援
員のことで、地域において悩みごとのある人や困って
いる人の相談に応じ、課題解決に向け、必要な関係機
関との調整を行っています。

　認知症は、だれにでも起こりうる脳の病気で、記憶障がい
や判断力の低下などの症状があります。また、徘徊は認知症
の症状の一つで、場所や時間の見当がつかなくなり、外出し
て途中で自分がどこにいるのか、家がどこなのかわからず道
に迷ってしまうことです。

徘
徊
高
齢
者
等

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

開
始
！

家
族
な
ど

高齢介護課

泉大津警察署

関
係
機
関

泉
大
津
警
察
署

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て…

家
族
な
ど

発 

見 

！

認

3 広報いずみおおつ　平成23年10月号
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保育所園庭開放で
絵本の無料貸出

マイ保育所に
登録しませんか

ご利用ください
「赤ちゃんの駅」

子ども手当が
変わります。

　
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
一
人

に
つ
き
、
月
１
万
３
０
０
０
円
を
支

給
す
る
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
、
10

月
分
か
ら
下
表
の
と
お
り
、
支
給
月

額
・
支
給
要
件
な
ど
が
か
わ
り
ま
す
。

現
在
、
子
ど
も
手
当
を
受
け
て
い
る

人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
６
〜
９
月
分
（
10
月
14
日

支
給
予
定
）は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
、

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き

月
額
１
万
３
０
０
０
円
で
す
。

子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件

　
15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も

を
養
育
す
る
父
母
な
ど
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
原
則
、
子
ど
も
と
同
居
し
て

い
る
父
か
母
・
養
育
者
が
対
象
に
な

り
ま
す
（
単
身
赴
任
の
場
合
を
除

く
）。
離
婚
協
議
中
別
居
の
場
合
は
、

子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
人
の
申
請

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
子
ど
も
に
は
国
内
に
居
住
し

て
い
る
要
件
が
設
け
ら
れ
、
児
童
養

護
施
設
な
ど
に
子
ど
も
が
入
所
し
て

い
る
場
合
の
支
給
対
象
者
は
施
設
の

設
置
者
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る
場
合
は
児

童
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
請

　
中
学
校
修
了
前
（
15
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
）
ま
で

の
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
父
母
な

ど
に
、
申
請
書
を
10
月
中
旬
以
降
に

送
り
ま
す
。
申
請
受
付
は
、
児
童
福

祉
課
で
す
（
郵
送
受
付
可
）。
な
お
、

公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
で
の
申
請

に
な
り
ま
す
。
決
ま
り
し
だ
い
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
合
　
児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

11
番
窓
口
）（
以
下
「
そ
の
２
〜
４
」

の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
も
問
い
合
わ

せ
は
児
童
福
祉
課
へ
）

子ども手当が
変わります。

保育所園庭開放で
絵本の無料貸出

マイ保育所に
登録しませんか

ご利用ください
「赤ちゃんの駅」

子育て その1

Information

■ 園庭開放の実施日時（公立および私立）

■ 10 月分からの子ども手当支給月額など

10月分から支給月額・支給要件などが変更

保育所が子育て応援！保育所が子育て応援！ 市内 30か所に設置

対象となる子ども
0～3歳未満（一律）
3歳～小学校就学前
（第１子・第２子）
3歳～小学校就学前
（第３子以降）
中学生（一律）

支給月額
1万5,000円

1万円
な し 必 要

1万円

1万5,000円

所得制限 新規申請

　市内の保育所では、親子が気軽に立ち寄れ
る園庭開放を実施しています。参加は無料で、
絵本の貸出し（3 冊まで）もしており、各保育
所に約 400 冊の絵本などをそろえています。
詳細は、各保育所へお問い合わせください。
※雨天の場合は、絵本の貸出のみ実施します。

上条
浜
条東
要
宇多
戎

実 施 園 (公立 ) 実 施 園（私立）実施日時 実施日時
アンビー
条南
ＩＢＳ
ぱる
とれぞあ
すこやか
南海かもめ
※子ども一人につき
年間保険料300 円必要

（☎20・2001）
（☎23・0253）
（☎31・4545）
（☎32・0375）
（☎33・3003）
（☎45・0012）
（☎23・8068）

第３木曜日
※園行事などで
中止する場合あり

第２・４木曜日 

第３木曜日 
※市立保育所には駐車場があ
りませんので、自転車または
徒歩でお越しください。

（☎32・3470）
（☎33・5432）
（☎21・0221）
（☎22・0564）
（☎32・2612）
（☎21・1471）

第
２
・
第
４
火
曜
日

午
前
９
時
〜
11
時

午
前
10
時
〜
11
時

　市では、妊婦さんや育児中の人な
どが、身近な保育所（園）に登録す
ることで、保育士などから継続的に
支援を受けることができる「マイ保
育所（園）」制度をご用意しています。
「マイ保育所」に登録することで…
　保育所（園）見学などの「保育体験」、
保育士などによる「育児相談」、保育
所（園）の行事などに参加すること
ができます。
実施保育所（園）　公立保育所・民間

保育園・認定こども園
対象者
▷保育所（園）または幼稚園に属し
ていない３歳未満の子どもがいる人
▷母子健康手帳の交付を受けた人
登録方法
　登録申込書に必要事項を記入のう
え、児童福祉課まで提出してくださ
い。登録申込書は、市のホームペー
ジからダウンロードできます。

　外出中に授乳やおむつ替えなどで気軽に
立ち寄ることができるように、保育所・幼
稚園・公共施設など、必要な設備を整えて
いる場所を「赤ちゃんの駅」に指定し、子
育て家庭の外出を支援しています。
対象者　乳幼児連れの保護者で、授乳また
はおむつ替えを必要とする人
利用日時　施設の開所時間内
実施施設　「赤ちゃんの駅」の看板（左写真）
設置施設（市内 30 か所。市 HP に掲載。
児童福祉課窓口でも地図を配付）

その２

その３ その４
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提
携
大
学
市
民
講
座

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
包
括
協
定
を

結
ん
だ
２
大
学
（
プ
ー
ル
学
院
大
学
、

羽
衣
国
際
大
学
）
と
の
連
携
事
業
の

一
環
と
し
て
、
両
大
学
の
教
授
陣
に

よ
る
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
地
域
性

を
重
視
し
た
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
、
専
門
的
か
つ
体
系
的
な
学
習
機

会
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

人受
講
料
　
無
料

会
場
　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
（
旭
町

22
ー
45
）
３
階
　
研
修
室

申
込
　
受
講
希
望
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
郵
送
で
企
画
調
整
課
へ

定
員
　
各
講
座
60
人
（
申
込
み
先
着

順
、
複
数
受
講
可
）

締
切
　

　
各
講
座
開
講
の
１
週
間
前
ま
で
。

参
加
票
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超

え
た
場
合
は
ご
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
　
〒
５
９
５
ー
８
６
８

６
　
泉
大
津
市
役
所
　
企
画
調
整
課

（
薨
21
・
０
４
１
２
）

提
携
大
学
市
民
講
座

タウンミーティング開催
①10/18　　市民会館小ホール
②10/27　　北公民館
③10/28　　東豊中自治会館
④11/1　　  勤労青少年ホーム

市内4か所で開催します

19:15
p.m.

START

「市の財政状況」について市長と意見交換しませんか

市
内
の
人
な
ら

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
！

プール学院大・
　羽衣国際大の

教授陣が

　　テクスピア
にて

　　　教鞭をと
る！

■ 公開講座の日程

■ 講師の紹介

　市では、市民の皆さんと直接意見交換することにより、
市民とともに住みよい街づくりを進めるため、タウンミー
ティングを次のとおり開催します。
　なお、今回は「市の財政状況」をテーマに、意見交換を
行いますので、ぜひご参加ください。市内在住、在勤の人
であればどなたでも参加いただけます。
　市からは、市長・総務部長などが出席します。事前申し
込みの必要はありません。直接会場にお越しください。

日時・場所　▷10 月 18 日㈫…市民会館小ホール　▷27
日㈭…北公民館　▷28 日㈮…東豊中自治会館　▷11 月１
日㈫…勤労青少年ホーム　いずれも午後７時15分～
問合　秘書広報課（市役所４階）

日　程
①11月12日㈯
午後２時～３時30分
②11月19日㈯
午後２時～３時30分
③11月26日㈯
午後２時～３時30分

④12月3日㈯
午後２時～３時30分
⑤12月10日㈯
午後２時～３時30分

⑥12月17日㈯
午後２時～３時30分

▷第1回（11/12）鶴坂貴恵氏
財団法人大阪商業振興センター商店街等活性化プロジェク
ト会議委員、近畿経済産業局中心市街地活性化懇談会委員、
大阪府中小企業新事業活動促進法承認審査委員などを務め
る。専門分野はマーケティング
▷第2回（11/19）　平井拓己氏
四条畷市産業振興ビジョン策定委員会委員長。専門分野は
中小企業論、地域経済論
▷第3回（11/26）西尾宣明氏
日本文芸学会常任理事、大学基準協会・短大評価委員など
を務める。専門分野は日本近現代文学
▷第4回（12/3）　木村一信氏
文学博士。中国・東南大学客員教授、日本文芸学会代表理事、
韓国・日本近代文学会海外理事、堺ユネスコ協会会長など
を兼任。専門分野は日本近現代文学
▷第5回（12/10）　杉原充志氏
比較法学、法政策学、人口法学、オセアニアの社会と法を
専門とし、国内・外の「人口問題」にかかわるさまざまな
課題に、日本と諸外国の法制度・政策（とりわけ、英米法）
との比較作業を通して取り組む
▷第6回（12/17）　J.A.T.D. にしゃんた氏　
マルチな才能を発揮し、全国各地で講演活動を行うかたわ
ら献血ボランティア活動に取り組む。「世界一受けたい授
業」（日本テレビ）、「ペケポン」（フジテレビ）などテレビ
出演多数

タイトル（講師）
泉州の地場産業①繊維関連業種
（プール学院大学短期大学部教授・鶴坂貴恵）
泉州の地場産業②機械金属・生活関連業種
（プール学院大学准教授・平井拓己）
慶応四年の国際問題・泉州堺事件　～森鴎外・団鬼六
の小説の人物たち～　（プール学院大学･プール学院大
学短期大学部副学長・西尾宣明）
織田作之助「夫婦善哉」を読む　～〈大阪〉を理解するために 
～（プール学院大学･プール学院大学短期大学部学長・木村一信）
オーストラリアの多文化主義を学ぶ！　～泉大津の友
好都市ジローンの紹介を兼ねて～
（羽衣国際大学副学長、現代社会学部教授・杉原充志）
違いを楽しみに、力にかえる！　～「泉大津」“ 新 ”
時代の国際交流に向けて～　
（羽衣国際大学現代社会学部　放送・メディア映像学科
准教授　J.A.T.D. にしゃんた）
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●10月23日㈰「場所の力～地球を元気にする建築」
隈研吾氏（建築家、東京大学教授）

　「普遍性」がテーマの 19、20 世紀のモダニズム（近代主義）。建築
はその場所の風土と切り離されて考えられていました。僕はこれから
の建築を考える場合、その場所を掘り下げ、そのとき、またその場所
にしか生まれないような、固有な建築をつくりたいと考えています。

●10月29日㈯「もう一つの建築を創る」
遠藤秀平氏（建築家、神戸大学教授）

　私たちを取り巻く社会、自然環境は大きく変動しています。
地域社会や生活、広い意味で人間はどうあるべきか、設計を通
じて提示し、建築の可能性を探りたいと考えています。

産量日本一、または発祥地とする特
産品を持つ全国の自治体が府県
境を越えたネットワークを

組み、地域の特産品を内外に発信
するため、関西国際空港（ＫＩＸ）
で第３回「ナンバーワンフェ
スタ」を実施します。
日時　10 月 23 日㈰　午前
10時～午後４時
場所　関西空港駅コンコー
スのイベント広場（南広場）
ナンバーワンフェスタの
内容
①特産品の展示・販売
②自治体PR
　参加自治体が、特産品の PR
だけでなく、名所・名物などを紹
介し、観光客誘致や知名度の向上を
図ります。
③ゆるキャラ演出
　各自治体などのイメージキャラクターであるゆるキャ
ラを会場内に登場させ、写真撮影会などを行います。

参加予定自治体（主な特産品）　静岡県磐田市（海
老芋）、三重県四日市市（土鍋）、滋賀県草
津市（あおばな食品）、甲賀市（信楽焼）、
京都府与謝野町（ちりめん風呂敷）、
和束町（てん茶）、奈良県生駒市（茶
せん）、広陵町（靴下）、五條市
（柿）、大和郡山市（金魚）、和
歌山県有田市（たちうお）、
北山村（じゃばら）、橋本市（へ
ら竿・パイル織物）、日高川
町（紀州備長炭）、徳島県神
山町（すだち）、香川県さぬ
き市（桐下駄）、東かがわ市（手
袋）、高知県香美市（ゆず）、
南国市（ししとう）、宮崎県日
向市（へべす）、大阪府貝塚市（つ

げ櫛）、泉大津市（毛布・ニット）
同日開催イベント　泉州 YOSAKOI

「ゑぇじゃないか祭り」　問合　産業政策課
（市役所１階２番窓口）

ナ ン バ ー ワ ン フ ェ ス タ

10/23 [Sun.]
＠関空

「日本一」の特
産品が

関空に大集合！

駐車場
１時間無料！

関空連絡橋
往復 400 円！

（当フェスタ１店1,000
円以上お買い上げで）

（ETC利用時の普通車
料金。軽四300円）

時代を築く建築家
世界を舞台に－－

the world's leading architects

10 月の泉大津市文化フォーラム「カルチャー・スコール」は世界の第一線で
活躍する建築家 3 氏を迎えます。常識を打ち破り、新時代を切り拓く建築に
ついて熱い思いを語り、「建築は何ができるのか」を問いかけます。

問合　秘書広報課（市役所４階）

文化フォーラム カルチャー・スコール　シリーズ 14（第 38～40回）

今治市伊東豊雄建築ミュージアム（愛媛県）
設計：伊東豊雄

ビーンズドーム（兵庫県）設計：遠藤秀平

ヴィクトリア＆アルバート博物館［新館］（英国）　設計：隈研吾

　今回お招きする３氏に、これか
ら取り組む建築について寄稿して
いただきました。
　講演会場は３回とも市民会館
（小松町 1ー 60）。時間は午後２
時～３時 30 分。入場無料。午後
１時から入場整理券を配ります。
南海電鉄後援。

●10月16日㈰「これからの建築を考える」
伊東豊雄氏（建築家）

　東日本大震災は技術によって自然を征服できると信じた
近代主義思想を打ち砕きました。私たちは自然に祝福され
るような社会、都市のあり方をつくらなくてはなりません。
これからのまちと建築を考えてみたいと思います。

●10月29日㈯「もう一つの建築を創る」
遠藤秀平氏（建築家、神戸大学教授）

　私たちを取り巻く社会、自然環境は大きく変動しています。
地域社会や生活、広い意味で人間はどうあるべきか、設計を通
じて提示し、建築の可能性を探りたいと考えています。

●10月23日㈰「場所の力～地球を元気にする建築」
隈研吾氏（建築家、東京大学教授）

　「普遍性」がテーマの 19、20 世紀のモダニズム（近代主義）。建築
はその場所の風土と切り離されて考えられていました。僕はこれから
の建築を考える場合、その場所を掘り下げ、そのとき、またその場所
にしか生まれないような、固有な建築をつくりたいと考えています。
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海
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型
地
震
に
よ
り
、
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倒
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や
火
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な
ど
の
ほ
か
、
津
波
被
害
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上
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に
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消
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所
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９
時
30

分
〜
11
時
30
分
　
小
雨
決
行
（
雨
天

中
止
）

場
所
　
な
ぎ
さ
第
１
号
物
揚
場
お
よ

び
泉
大
津
旧
港（
な
ぎ
さ
町
５
地
先
）

訓
練
概
要

　
海
溝
型
地
震
に
よ
り
、
建
物
の
倒

壊
や
火
災
な
ど
の
ほ
か
、
津
波
被
害

や
海
上
火
災
に
よ
り
大
き
な
被
害
が

発
生
し
た
想
定
で
、
消
防
本
部
・
消

防
団
・
自
主
防
災
組
織
・
防
災
関
係

機
関
に
よ
る
災
害
救
助
訓
練
や
消
防

艇
で
の
一
斉
放
水
訓
練
や
自
衛
隊
の

炊
き
出
し
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

主
な
訓
練
内
容

【
実
動
型
訓
練
】

先
行
調
査
初
動
訓
練
、
現
地
応
急
救

護
所
開
設
訓
練
、
津
波
漂
流
者
救
出

訓
練
、
ビ
ル
倒
壊
事
故
救
出
訓
練
、

自
主
防
災
組
織
・
消
防
団
に
よ
る
初

期
消
火
訓
練
、
湾
内
火
災
一
斉
放
水

訓
練
、
避
難
所
炊
き
出
し
訓
練

【
体
験
型
（
参
加
型
）
訓
練
】

煙
体
験
、
応
急
手
当
体
験
、
サ
バ
イ

バ
ル
飯
炊
き
体
験
、
初
期
消
火
体
験

【
展
示
型
訓
練
】

防
災
グ
ッ
ズ
展
示
、
資
機
材
展
示
　

問
合
　
危
機
管
理
課（
市
役
所
４
階
）

文化祭 開催
　芸術の秋を彩る文化祭行事が、織編館ギャラリーや市民会館などで
開催されます。文化祭は、市民文化の向上と交流を図るために開催さ
れているもので、市民の皆さんが余暇を利用し制作した作品や学ばれ
た成果を発表する場です。　問合　生涯学習課（市役所３階）

日　程
11/9㈬
11/11㈮・12㈯
11/13㈰
11/16㈬
11/18㈮・19㈯
11/20㈰ 
11/20㈰
11/25㈮
11/26㈯
11/27㈰

部　門

前 

期

後 

期

市展

前期（書・写真・陶芸）
後期（洋画・日本画）

学童展

市民短歌の会 11/11㈮

11/13㈰

11/16㈬

11/20㈰

午後1時～5時

午後1時30分～5時

午後1時～5時

午後1時30分～午後4時

市民俳句の会

市民茶会

華道展

婦人会手芸展

部　門
菊花展
新舞踊の会
詩吟の会
謡曲の会

市民コーラス交歓会

秋に唄う人生の
ドラマ・シャンソン

泉大津市吹奏楽団
第40回定期演奏会
童謡唱歌の会

筝曲の会

場　所
東雲公園

市民会館大ホール
市民会館小ホ－ル
市民会館小ホ－ル
市民会館小ホ－ル

市民会館小ホ－ル
市民会館やわらぎ
ホール・和室

市民会館市民研究室

市民会館小ホ－ル

市役所大会議室

市民会館小ホ－ル

市役所大会議室

市民会館大ホ－ル

市民会館やわらぎホール

日　程
10/23㈰～11/4㈮
10/29㈯
10/30㈰
11/3㈷
11/5㈯

11/26㈯
11/26㈯
11/27㈰
11/26㈯
11/27㈰
11/26㈯
11/27㈰
11/27㈰

時　間

午前11時～午後５時
午前９時30分～午後５時
午前10時～午後４時
午後1時30分～3時30分

午後2時～4時
午前10時～午後4時
午前10時～午後3時
午前10時～午後4時
午前10時～午後3時
午前９時～午後4時
午前9時～午後3時30分
午後1時～4時

問合など
寒竹春（☎33・4354）。天候により、開催日変更あり。
折田道代（☎32・7156）
油谷保和（☎33・2653）
奥信雄（☎31・2464）
花野夏代（☎32・1656）
題自由。１人１首（31文字）。締切11/1㈫までに森
与一（☎39・7582　助松町3-9-40-801）まで。

木村英彦（☎21・9877）
茶華道連合会・瀬良垣正弘（☎090・3923・5907）。
茶券300円。

下村弘子（☎32・3593）

岸良充（☎21・2579）

岩田雅之（☎090・3679・5784）。入場料500円

深野千寿子（☎33・3092)

兼題「木の葉」「目貼」当季雑詠、他に当日席題あり。締切は当日
午後1時30分。七句出句。詳細は多田羅初美（☎21・2779）

時　間
午後３時～７時 搬入受付
午前10時～午後７時 展示
午前10時～午後５時  展示
午後３時～７時 搬入受付
午前10時～午後７時 展示
午前10時～午後５時 展示
午後４時～   表彰
午前10時～午後７時 展示
午前10時～午後７時 展示
午前10時～午後４時 展示

要　項

作品募集要項は、８月号の「広
報・いずみおおつ」に掲載。出
展申込締切は10/28㈮。
※搬出日は前期・後期ともに最
終日の日曜日午後５時～６時

絵画・書写の展示

場　所

織編館ギャラリー

市民会館
第１・２会議室
第３・４会議室

泉大津市
総合防災
訓練

大規模災害の突然発生を想定し…

市民の
皆さんも
参加OK！

7 広報いずみおおつ　平成23年10月号

蜷カルチャー・スコール／ナンバーワンフェスタ／総合防災訓練／文化祭




